
八王子市職員大学等公開講座助成金交付要綱 

 （目的） 

第１条 この要綱は、学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）第 1 条に定める大学、それに附随する機関（以

下「大学」という。）及び八王子学園都市大学（以下「いちょう塾」という。）が開催する公開講座（いちょ

う塾の場合は講座）及び通信講座等（以下「講座」という。）の受講を通じて、職務を果たすうえで、自ら

の能力を最大限に高めようとする職員に対して、受講に要する費用（以下「受講料」という。）の一部を助

成し、経済的負担を軽減することにより学習しやすい環境づくりを行い、主体的な自己啓発への取り組みを

支援することを目的とする。 

 （助成対象者） 

第２条 助成対象者は、八王子市職員（八王子市職員定数条例（昭和 24 年八王子市条例第 22 号）第 1 条に

規定する職員）及び他団体への派遣職員（以下「職員」という。）とする。 

 （助成金の額） 

第３条 助成金は、職員 1名につき別表に掲げる額とし、予算の範囲内において交付する。 

   （助成の申請） 

第４条 助成は、職員 1人につき、一年度内に 1回とする。 

２ 助成を受けようとする職員（以下「助成希望者」という。）は、大学等公開講座受講助成金交付申請書（第

1号様式）（以下「助成申請書」という。）に次に掲げる書類を添えて、所定の期日までに市長に申請しなけ

ればならない。 

 （１）講座の内容及び受講料・教材費の額が明らかになるもの 

 （２）当該講座受講料・教材費の領収書の写し 

 （３）修了証明書又はそれに準ずるものの写し 

 （助成の決定） 

第５条 市長は助成申請書の提出があったときは、第１条に規定する目的に照らし、内容を審査するとともに、

適否を決定し、大学等公開講座受講助成金交付決定通知書（第 2号様式）又は大学等公開講座受講助成金不

交付決定通知書（第 3号様式）により、助成希望者に対し、通知するものとする。 

２ 前項の助成希望者の助成決定の総額は、当該年度の予算範囲内とし、それを超える場合は、抽せんにより

決定する。ただし、前年度以前にこの要綱による助成を受けたことのない者（以下「未助成者」という。）

の助成申請の総額が当該年度の予算範囲内である場合は、未助成者を優先して助成決定者とする。 

 （助成決定の取消し等） 

第６条 市長は、助成決定者が次の各号のいずれかに該当する場合は、助成金の交付決定の全部又は一部を取

消し、返還させることができる。 

 （１）偽りその他不正の手段により助成金の交付を受けたとき。 

 （２）その他助成することが不適当と認められる事実があったとき。 

２ 前項に規定する助成金の返還に関することは、市長が別に定める。 

 （職務専念義務の免除） 

第７条 中央大学（法学部通信教育課程を含む。）の聴講生制度を活用し、所属長が所管業務の遂行上有効で

あると認めた科目を履修した場合であって、勤務時間内に対面の受講が必要な場合は職務専念義務を免除す

る。 

 （委任） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。 

 

  附則 



 この要綱は、平成１３年３月１５日から施行する。 

  附則 

 この要綱は、平成１３年８月３日から施行する。 

  附則 

 この要綱は、平成１５年３月１７日から施行する。 

  附則 

 この要綱は、平成１５年９月１５日から施行する。 

  附則 

 この要綱は、平成１６年１２月６日から施行する。 

  附則 

 この要綱は、平成１７年７月１２日から施行する。 

  附則 

 この要綱は、平成１８年６月９日から施行する。 

  附則 

 この要綱は、平成１９年７月２３日から施行する。 

附 則 

 １ この要綱は、平成３１年４月１日から施行する。 

 ２ この要綱の施行の際、この要綱による改正前の様式による用紙で、現に残存するものは、所要の修正を

加え、なお使用することができる。 

附則 

 この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 

附則 

 この要綱は、令和４年４月１日から施行する。 

附則 

 この要綱は、令和７年４月１日から施行する。 

 


